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本流はなかなかの美渓だった！                         

  叶津川叶津川叶津川叶津川    木ノ根沢木ノ根沢木ノ根沢木ノ根沢     
                              浅井  
 

【日時】 2008年11月2日(日)～3日(月) 

【メンバー】L浅井、矢野 

 

前に何かの記事で読んだ木ノ根沢と八十里越に行ってみたくて、直前に募集をかけた

ところ、翌週に「むかし旅(足袋)プロジェクト」に参加する矢野さんが、その予行練習

も兼ねて同行してくれることになった。「変則的な恰好で行きますが気にしないでくだ

さい」とメールにはあったが、はたしてどんな恰好で来るのやら…。 

 

11/2(11/2(11/2(11/2(日日日日))))    晴れのち曇り晴れのち曇り晴れのち曇り晴れのち曇り            

前夜、道の駅「いりひろせ」で仮眠。浅草岳の沢に行く田邉さんたちと別れて、六十

里越を経て只見に入る。新潟側は曇りがちの空だったが、峠を越えて只見側に入ると青

空が見えてきた。周囲の紅葉が見事で、峠から見下ろす田子倉湖の眺めもすばらしい。

急峻な浅草岳南面の山襞もくっきりと望まれた。こうして山越えをして只見の町に入る

と、まるで桃源郷にさまよい出たかようなファンタジックな気分になる。 

入叶津の先の平石山スノーシェッド脇の駐車スペースに着くと、既に前夜のうちに来

ていた手嶋さんたちが出発するところであった。手嶋さんたちは八十里越のハイクなの

で両手にストックを持った今風のハイカーのいでたちである。それに比べると我が同行

者の矢野氏は作務衣に菅笠、足回りはシンプルな綿の足袋という時代劇スタイル。その

対比に思わず笑ってしまった。 

手嶋パーティを見送った後、我々も8:45、出発。天気はまた曇天に変わってしまった。

しばらくは立派な舗装道路(国道289)をてくてく歩く。最初の長いトンネルの手前に八十

里越の入口があった。入口には「史蹟八十里越」という標識が立っており、なかなか風

情のありそうな雰囲気を醸し出している。我々も明日下山でこの八十里越を歩く予定な

ので、今から楽しみだ。 

二つ目のトンネルを抜けると立派な木ノ根

沢橋に出た。この橋の下に回り込んで、10:20、

遡行開始。足袋の下にわらじを履いた矢野氏

は一段と恰好が決まっている。空を覆ってい

た雲はしだいに切れはじめ、青空の間から輝

くような秋の陽光が降り注ぐ。風は強いよう

で雲の動きが早い。風に飛ばされた紅葉した

落葉が雨のように天から降り注ぎ、晩秋らし

い幻想的な雰囲気に包まれた。周囲の紅葉を
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★二俣手前の 2段 20ｍ大滝 

★二俣の先の 4ｍ幅広ナメ滝 

めでながらのんびり進むと、やがて二俣の少

し手前で、2段20ｍの大きな滝が見えてきた。

幅広のナメ滝で水量も多くとても美しい立

派な滝だ(この滝は下山の八十里越からもよ

く見えた)。この滝は無理に登らず右から高

巻く。巻きはよく踏まれており残置のロープ

もあったので、シーズン中は釣り師などもよ

く入る沢なのかもしれない。 

12:50、二俣着。天気が悪い場合はここか

ら左俣に入りエスケープすることも考えて

いたが、とりあえず今日は好天で明日の前半

までは持ちそうなので、予定通り本流をつめることにする。トマの年報を手繰ると、96

年(4号)と06年(14号)に木ノ根沢の記録が出ているが、いずれもここから左俣をつめてお

り、本流をつめた記録は見つからなかった。ここからは手持ちの記録もないので何が出

てくるのか期待感が広がる。 

まずは大きな釜を持った4ｍ滝。これも幅広

のきれいなナメ滝だ。これを左から高巻くと

ナメ状の沢床が続き、また2ｍ程のきれいな幅

広ナメ滝が現れた。その後は浅いゴルジュの

中にナメ状の渓相が続く。深い淵や登れない

滝も出てきて、意外と苦労する。矢野氏は時

代劇スタイルで奮闘していたが、やはり足袋

にわらじでは細かいスタンスに立てず、へつ

りの途中で釜に落ちて胸まで浸かってしまっ

た。この最初のゴルジュを抜けた所で、予想

外の苦労をした我々へのご褒美とばかりに、

ナメコが群生している木を発見。さっそく今夜の二人分だけをゲット。 

この後はナメが続いた後、CS滝のある浅いゴルジュを通過。本流はなかなか変化に富

んで面白いと思っていると、その先にはさらにすばらしいナメが広がっていた。紅葉と

ナメの取り合わせが一段と美しい。これはもう美渓と言っていいだろう。その後はミニ

ゴルジュの中に深い淵が続く。夏なら泳げば行けそうだが、もちろん今回は右から高巻

く。その先はまた小さなゴルジュ・ナメと続き飽きさせない。 

ようやくナメが途切れ、8ｍ滝を右から高巻くと、15:10、850ｍの二俣に着く。そろそ

ろ幕場を決める時間である。絶好の幕場はなかったが、二俣の少し先の左岸に焚き木の

豊富な場所があったので、そこを整地して今宵の幕場とした。二人がどうにかくつろげ

る程度の狭い場所だが、焚き木に火がつくと快適な場所に早変わり。この時期は焚火の

ありがたさが骨身にしみる。その夜は今年最後の盛大な焚火を囲みながら、たっぷりの
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★田代平に木枯し紋次郎出現？ 

★すっかり様になってます！ 

酒とつまみ・食事で至福の時を過ごすことが出来た。夕方からまた雲が広がってきて小

雨も少しぱらついたが、夜は時折星空も望まれた。私は高台に張ったテントで寝たが、

矢野氏は来週の野宿の練習だといって、朝まで焚火の側で寝ていたのには驚いた！ 

 

11/3(11/3(11/3(11/3(月月月月))))    曇りのち雨曇りのち雨曇りのち雨曇りのち雨            

昨夜は星空も見られたが、朝起きるとどんよりとした曇り空。天気は下り坂に向かっ

ているようだ。7:30出発。ここから先は沢は特筆すべきものはない。本流を忠実に辿り

ながら北西の稜線を目指す。やがて水が涸れ、薄いヤブを漕いで行くと、稜線の鞍部に

近づいてきた。ここから今度は南西に向きを変えて、1135ｍのピークを目指す。空は高

曇りで視界は良好。現在地を見失う心配はない。ヤブを漕ぎながら登ること約30分で

1135ｍのピークに到着(8:55)。 

南に目を向けると眼下に田代平の湿原、

その先には破間川の深い切れ込みが見え

る。その田代平に通じている八十里越の山

道もはっきりと見下ろせた。しかしこのピ

ークのある稜線には道も踏み跡も一切な

いので、田代平まではヤブを漕いで急斜面

を下りなければならない。矢野氏は去年の

６月に別の沢からこの稜線まで上がり、田

代平まで下りたことがあるとのことなの

で、彼に先導してもらう。少し稜線伝いに

東南方向に進み、南面の傾斜が緩んだあたりから田代平を目指して急降下する。あっと

いう間に高度が下がり、八十里越に出た。そこからすぐの田代平の湿原に立ち寄っての

んびりする。もう山は初冬なので荒涼とした眺めだが、そこがまたいい。他の登山客の

姿もなく、静寂に包まれた湿原を我々だけで独占する。 

後は今回の山行の目的の一つである八十里越をの

んびり歩きながら、国道へと下山した。八十里越は途

中の木ノ根峠に歴史を感じさせる石碑が立っており、

それ以外にも随所に往時の面影を残すとても風情の

ある道だった。矢野氏の恰好もこの八十里越には驚く

ほどぴったりはまっていた。時折時雨がざっと降って

きたが、それもかえって初冬の季節を感じさせて趣深

い。その降りみ降らずみの天気の中、最後は雨に濡れ

た国道を歩いて、14:15、ゴールの駐車場に着いた。 

八十里越を往復した手嶋パーティは一足先に下山

して只見の温泉で待っているとのメモが置いてあっ

たので、我々も只見の温泉に直行し、手嶋さんたちと挨拶を交わしてから帰京した。 
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★ゴルジュをへつる 

★中流部のすばらしいナメ 

★「むかし旅」は今日も行く… 

 

 

「予行演習」にはいささかハードな山行で、最後には足袋とわらじがぼろぼろになっ

ていたが、最後までこのスタイルで飄々と歩き通した矢野さん、どうもお疲れ様でし

た！ 

 

【行程】 

11/2 駐車場(8:45)～入渓(10:20)～850ｍ付近の幕場(15:20) 

11/3 出発(7:30)～1135ｍのピーク(8:55) ～田代平(10:00)～八十里越の入口(13:20) 

～駐車場(14:15) 

【地図】只見・守門岳 

 


